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〔編集後記〕

　『あいだ／生成』第 6号を、お届けする。
発足以来、あいだ哲学会を牽引してこら
れた篠原資明先生が、平成 27 年度をもっ
て勤務先の京都大学を定年退職されるた
め、今回はこれを記念した特別号となっ
ている。過去に先生の薫陶を受け、現在
各分野の第一線で活躍している会員を中
心に多数の寄稿があり、最終的に 12 編
の論考と 1 編の翻訳を掲載することに
なった。また、大学の同僚として、これ
まで先生と二人三脚で後進の育成に努め
てこられた岡田温司先生からは、巻頭の
お言葉を賜った。まさに篠原先生に捧げ
るのに相応しい 1冊となったことを、会
員の一人として喜ばしく思う。

（武田宙也）
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